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A. 研究目的 

 大規模災害等の健康危機発生時の歯科保健医療

体制の位置づけならびに整備状況の実態を把握す

ることによって、地域住民の健康被害を最小限に

抑え、早期に回復を可能にするための歯科保健体

制の構築に向けての基礎資料を収集し、健康危機

発生時の地域特性に応じた歯科保健体制について、

実践的な提言を行い、情報を広く共有することを

目的とする。  

 

B. 研究方法 

地域の歯科医療が崩壊して歯科保健医療支援が

研究要旨 大規模災害等の健康危機発生時における地域包括的歯科保健体制の構築に向けて、国内外

での過去の事例の収集分析、ならびに大規模災害時における行政機関、歯科関係機関、歯科教育機関、

NGO などにおける連携体制や歯科保健医療体制、および教育体制に関する実態調査を行い、現状を分

析した。また、大規模災害時の歯科保健医療の予測されるニーズ分析を平常時のニーズから行い、特

に高齢者や障害者、あるいは義歯紛失・破損による摂食困難者に対する、栄養学的観点からの支援の

現状を調査した。さらに、過去の事例における健康危機管理支援情報の活用実績を収集分析し、歯科

保健医療体制情報提供活用のあり方に関して検討した。 

 その結果、地域における大規模災害時の歯科保健医療体制の連携は十分ではなく、今後も行政の歯

科関係者を中心に、地域差のない、可能であれば国際的な基準に基づいた連携体制を準備していく必

要性があり、それらを歯学教育の中に反映させていくことが求められていると考えられた。また、潜

在的な歯科保健医療支援のニーズは災害時には増加することが予測され、災害弱者である摂食困難者

に対する支援体制の構築とともに、これらの情報へのアクセシビリティーの向上が必要であることが

示された。 
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必要となるような災害は、インフラが長期にわた

って整備できないような大規模災害であり、まず

は大震災があげられる。大震災時に必要とされる

と考えられる歯科保健体制の構築に向けて、今年

度は、以下の９つの研究を実施した。 

 
１．大規模震災時の歯科保健医療のニーズ分析 

外傷や炎症などの特徴的な歯科疾患の傾向や、

歯科保健医療支援のニーズを、過去の文献および、

掌握可能な平常時のデータより分析予測した。 

 
２．過去の被災地における活動体制や実績調査 

新潟（中越・中越沖）、阪神淡路のそれぞれの大

震災時に歯科保健医療支援を行った方々にインタ

ビューし、それぞれの特性について検討した。ま

た、経験はないものの、東海大地震に向けて体制

を整えている静岡においても、インタビューを行

いった。 

 
３．災害犠牲者身元確認（ＤＶＩ） 

1994 年末のスマトラ沖地震時の津波被害にお

ける災害犠牲者身元確認作業における歯科医師の

関わりについて、現地、および大学の双方で情報

収集し、意見を伺った。 

 
４．歯学教育における災害教育の実態 

人材確保という観点からも、まず歯学教育にお

ける教育の実態を調査した。 

 
５．摂食困難者への歯科保健医療支援の現状 

災害弱者（高齢者や障害者、あるいは義歯紛失・

破損による摂食困難者）における歯科保健ニーズ

は予想され、その現状や対応について、栄養・食

生活支援の側面からの情報収集し、調査した。 

 
６．歯科保健医療支援における歯科衛生士の役割 

 阪神淡路大震災時に歯科保健医療支援活動に従

事した歯科衛生士、および、東海大地震が予想さ

れる静岡において災害教育にかかわられている歯

科衛生士に対し、インタビューを行った。 

７．国際歯科保健協力団体における準備体制 

 海外にて大人数を対象に歯科保健医療活動をし

ている団体が、国内の大規模災害時に支援活動を

行える準備があるかどうか調査した。 

 
８．情報の収集と提供の現状 

インターネットなどを活用して情報収集／提供

が可能であれば普遍的なシステムをつくりやすい

ため、現状ではどの程度の情報我提供され、収集

可能なのか調査した。 

 
９．拡大班会議（ワークショップ）の開催 

 過去の災害において活躍された方々を招いて、

その経験や、歯科医師会や保健所における体制な

どを発表をいただき、討論を行った。 

 
（倫理面への配慮） 

調査研究においては、回答した内容が回答者が特

定できないようにすることを明記した上で、必要

な部分においては情報公開に際し問題がないか了

承をとった上で、公開した。 

 

C. 結果 

１．大規模震災時の歯科保健医療のニーズ分析 

平時においては、１日に歯科外来を訪れる約半

数の 68 万人あまりが、急性の疾患だといわれて

おり、これは高血圧患者にほぼ匹敵する数である。 

大規模な震災が発生したと想定した場合、平時

の歯科保健体制は少なからず損傷され、機能障害

を起こす一方で、外傷や炎症など、歯科保健のニ

ーズは増加することが想像される。これにより、

地域に残った機能する歯科保健医療体制のみでは、

増加した歯科保健のニーズに対応するのは難しく

なり、何らかの支援が必要となるが、それらは災

害の傾向や地域性によって、相違がみらえてくる

であろうと想像される。 

これらに対する復興システムを構築するには、

その地域の持つ対応機能を明らかにすることがま

ず必要である。 

 



２．過去の被災地における活動体制や実績調査 

 「地域」というキーワードで考察するにあたり、

歯科においては、 

①保健所に歯科関係者がいるかどうか 

②拠点となる病院歯科／大学病院があるかどうか 

③歯科医師会への加入率 

が、その体制の構築には大きく影響すると考えら

れた。 

 
３．災害犠牲者身元確認（ＤＶＩ） 

日本においても特に大都市圏においては災害犠

牲者にかなりの数の外国人が含まれることが予想

され、国内での統一基準はもとより、国際的な基

準に基づいての統一化および訓練・準備が必要で

あろうと考えられた。 

 
４．歯学教育における災害教育の実態 

全国 29 校の歯学部に対して行ったアンケート

調査では、21 校（72％）より回答を得、歯学教育

における大規模災害医療の歯科保健についての授

業は 90％（19 校）において行われておらず、今

後授業に組み込む予定があるとしたところも多く

なかった。 

 しかし同時に、85％をもが授業計画の立案には

ガイドラインが必要としており、歯学教育の現場

においても何かしらのガイドラインが必要とされ

ていることが明らかとなった。 

 
５．摂食困難者への歯科保健医療支援の現状 

摂食困難者への対応は、平時より歯科関係者と

栄養士など、他業種が連携しての対応しており、

これは災害時においても変わりはない。今回、過

去の摂食困難者に対する支援について、栄養・食

生活支援の側面から過去の文献を収集したところ、

いずれもが活動開始時には対象者を把握できてお

らず、早期からの対応・支援が必要と考えられた。 

そこで、各地での大規模災害時における栄養士

の対応マニュアルの整備状況について調査したが、

現時点で実践的なマニュアルがあるのは全国で１

県のみであり、行政機関など他機関との連携も含

め、今後検討すべき課題が示された。 

 
６．歯科保健医療支援における歯科衛生士の役割 

 長期化する避難生活においては、浄水やトイレ

の確保の問題から、口腔ケアがおろそかになるこ

とが指摘されており、高齢者においては誤嚥性肺

炎の発生率にも影響するといわれている。 

このため歯科保健医療活動には歯科衛生士は重

要な役割を占めており、歯科衛生士会を中心とし

た連絡および人材確保、そして、行政の保健師ら

と連携した情報共有と支援活動が、平常時より必

要であろうと考えられた。 

 
７．国際歯科保健協力団体における準備体制 

 海外においては大規模に活動していても、国内

では器材の問題が大きく、また、団体の活動目的

には含まれないので、団体としての活動には否定

的な意見も多かった。 

一方、むしろ地域での歯科支援活動をしている

団体においては準備体制を整えることができる可

能性が示唆された。 

 
８．情報の収集と提供の現状 

必要とする情報がどのような媒体で収集可能か

調査したところ、インターネットで収集可能だっ

たものの比率は低かった。 

 
９．拡大班会議（ワークショップ）の開催 

 30 人が参加し、多岐にわたるゲストスピーカー

の講演の後、活発な議論が交わされた。過去の経

験から得られた見地を教わり、また、この研究班

へ期待する内容を聞き、参考にすることができた。 

 

D. 考察 

各地において準備体制をとっているところもあ

るが、それぞれの地域の特性にしたがってばらば

らである。単純に統一するのは難しいが、日本も

グローバル化の時代を迎えており、今後は国際基

準も意識しながら体制を整えていく必要性が示唆

された。 



体制の構築には、歯科医療関係者のみならず、

周辺の医療関係者、および行政関係者との連携が

必要である。 

必要とされる大規模災害時の歯科保健教育は特

別な技術というよりも、平常時と大きく変わるこ

とのない「診療室外での歯科保健医療」、つまり、

訪問診療のようなものと考えられた。一方で、歯

型による遺体鑑別やトリアージなど、専門的に求

められる技能も必要に応じて研修しておくことも

重要であると考えられた。 

今後、歯学教育に関する大規模災害時の活動マ

ニュアルなどを整備していく必要があるが、摂食

困難者に対する支援については、栄養士と連携し

て早期に支援をはじめられるような体制を築いて

いく必要性が示された。 

また、情報収集をインターネットで無料で行え

ることこそが、構築したシステムを普遍化させる

には必要なことであり、Ｈ－ＣＲＩＳＩＳの「事

例集」や「対応マニュアル」などに、今回収集し

た情報や、今回の研究で得られた結果、また、今

後提示していく提案などを、載せていくことも重

要であると考えられた。 

 

E. 結論 

地域における大規模災害時の歯科保健医療体制

の連携は十分ではなく、今後も行政の歯科関係者

を中心に、地域差のない、可能であれば国際的な

基準に基づいた連携体制を準備していく必要性が

あり、それらを歯学教育の中に反映させていくこ

とが求められていると考えられた。 

また、潜在的な歯科保健医療支援のニーズは災

害時には増加することが予測され、災害弱者であ

る接触困難者に対する支援体制の構築とともに、

これらの情報へのアクセシビリティーの向上が必

要であることが示された。 

 

F. 健康危険状況 

 
特記事項なし。 

 

G. 研究発表 

 
 特記事項なし。 

 ただし、本報告集には、現在学会発表・論文投

稿準備中のものを含む。 

 

H. 知的財産権の出願・登録 

 
 特記事項なし。 
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